
主  な  内  容   
 
■■    いま深谷を見る

■  ■  沈思黙考

■  ■  年末年始のごみ収集

■  ■  人事行政の運営状況

■  ■  深谷市の救急医療体制

■  ■  My Town Topics

■  ■  秋の叙勲・褒章

■  ■  情報ひろば

■  ■  夢なかるべからず

■  ■  ガーデンシティニュース

表紙：深谷駅前

　　　  クリスマスイルミネーション

1212月月 24№
毎月1日発行

December.2007

深谷市の人口と世帯   
                
■  人口　148,036（＋     6）
■  男性　  73,944（＋     8）
■  女性　  74,092（－     2）   
■  世帯　  52,932（＋   57）

■  平成 19年 11月 1日現在（前月比）
　  （外国籍のかたも含みます）

特集

平成18年度平成18年度

歳入歳出決算歳入歳出決算
-このようなことにお金を使いました-
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主な事業を紹介します
【民生費】
・こども医療費支給事業 3億 4,166万円
・児童手当 9億 1,999万円
・松寿園運営事業 4,809万円

【土木費】
・青淵公園整備事業 1億　 235万円
・中央通り線整備事業 2億 6,999万円
・北通り線整備事業 1億 1,545万円
・中央土地区画整理事業 2億 1,284万円

【総務費】
・市内循環バス運行事業 2,878万円

【教育費】
・常盤小学校北校舎大規模改修事業
 2億 6,297万円
・岡部小学校校舎大規模改修事業 
 1 億 7,437万円
・川本南小学校体育館建設事業 
 2 億 7,162万円
・（仮称）明戸生涯学習センター・
　明戸公民館建設事業 8,982万円
【衛生費】
・ハッピーエンゼル支援事業
(不妊治療助成事業 ) 390万円

■特別会計は、特定の事業を行うために、
　一般会計と区別して経理される会計です

区　　分 歳入総額 歳出総額

国 民 健 康 保 険 136 億 4,234 万円124 億 8,309 万円

老 人 保 健 97 億　490 万円 94 億 6,628 万円

農 業 集 落 排 水 事 業 20 億 9,460 万円 20 億 2,445 万円

国済寺土地区画整理事業 7 億 3,774 万円 7億　904 万円

岡中央土地区画整理事業 3 億 2,445 万円 2億 3,597 万円

武川中央土地区画整理事業 4,053 万円 1,096 万円

小前田駅北西部土地区画整理事業 1 億 7,640 万円 1億 2,844 万円

浄化槽市町村整備推進事業 280 万円 261 万円

公共下水道事業 11 億 4,201 万円 10 億 8,730 万円

■深谷市では、水道事業と下水道事業が企業
会計となっています

区　　分 収入済額 支出済額
収 益 的 収 支 26億9,783万円 25億3,661万円
資 本 的 収 支 7億6,198万円 16億2,511万円

【水道事業会計】（収益的収支 : 税抜、資本的収支 : 税込）

※不足額については水道事業会計内の内部留保資金で賄って
います。

区　　分 収入済額 支出済額
収 益 的 収 支 15億1,899万円 15億1,899万円
資 本 的 収 支 17億4,377万円 21億9,689万円

【下水道事業会計】（収益的収支 :税抜、資本的収支 :税込）

※不足額については下水道事業会計内の内部留保資金で賄っ
ています。

市有財産の状況

市民１人当たりに
使われたお金

民生費 86,916円
土木費 40,613円
総務費 37,901円
教育費 31,180円
衛生費 22,762円
公債費 22,349円
消防費 14,858円
農林水
産業費 10,840円
その他 9,146円

　人口は外国籍のかたを
含む 147,866 人 ( 平成
19年３月31日現在 ) で
計算

平成18年度は、平成18年1月1日の新市発
足後、初めての１年間の決算となりました。 
　歳入は、税源移譲の暫定措置として所得譲与税
が大幅に増加したほか、定率減税の縮減や景気回
復により市税が増加しました。
また、三位一体の改革により、本来は大幅な減

額となる予定だった地方交付税は合併に伴う財政
の優遇措置によりわずかな減少で済み、歳入総額
は462億1,811万円となりました。歳出は、こ
ども医療費支給事業、ハッピーエンゼル支援事業
（不妊治療助成事業）、松寿園運営事業などの少子
･高齢化対策事業、街路整備事業や公園整備事業
などの土木事業、小学校の大規模改修事業、（仮
称）明戸生涯学習センター・明戸公民館建設事業
などの教育関係事業などを行い、総額で408億
9,445万円となりました。
なお、一般会計における歳入歳出の差し引き額

は、53億2,366万円の黒字となりました。

固定資産税（47.2％）

人口は外国籍のかたを含む147,866人（平成19年3月31日現在）で計算

総額

（　）内は市民１人当たりの税額

85億3,932万円（57,750円）

180億7,820万円（122,260円）

軽自動車税（1.2％） 2億1,738万円
特別土地保有税（0.0％） 111万円

（1,470円）
（    7円）

都市計画税（2.6％） 4億7,527万円（3,214円）
市たばこ税（5.3％） 9億4,719万円（6,406円）

市民税（43.7％） 78億9,793万円（53,413円）

市税の内訳

地方債(借入金)の状況
一般会計の借入残額は

271億1,609万円

一般会計歳入 462億1,811万円 一般会計歳出 408億9,445万円

公　

有　

財　

産

行政財産
土地 2,897,644㎡
建物 386,150㎡

普通財産
土地 251,812㎡
建物 2,144㎡

物権（地上権） 495㎡
有価証券（テレビ埼玉株券） 2,875万円
出資による権利 2億6,291万円

債　権 貸付金 1億6,496万円
基　金 行政振興基金など 113億2,551万円

■問い合わせ　
　企画財政課（☎ 574－6632）へ

276,565円

※臨時財政対策債とは、地方財源の不足
に対処するため、各地方公共団体にお
いて発行することとされた特例債で、
地方交付税の振り替えという性格を兼
ねています。

市税(39.1%)
180億7,820万円
市税(39.1%)
180億7,820万円

その他(1.0%)
4億7,024万円
財産収入(2.0%)
9億　958万円

諸収入(2.4%)
10億8,936万円

分担金および負担金(2.8%)
12億8,441万円

繰入金(6.0%)
27億9,473万円

繰越金(6.6%)
30億5,156万円

県支出金(3.5%)
16億2,024万円

市債(6.2%)
28億5,600万円

国庫支出金(7.9%)
36億3,332万円

地方交付税(12.3%)
57億　978万円

地方譲与税(4.1%)
19億1,480万円

地方消費税交付金(2.9%)
13億4,067万円

その他(3.2%)
14億6,522万円

民生費(31.4%)
128億5,195万円
民生費(31.4%)
128億5,195万円

土木費(14.7%)
60億　526万円
土木費(14.7%)
60億　526万円

総務費(13.7%)
56億　430万円
総務費(13.7%)
56億　430万円教育費(11.3%)

46億1,042万円

衛生費(8.2%)
33億6,575万円

公債費(8.1%)
33億　464万円

消防費(5.4%)
21億9,696万円

農林水産業費(3.9%)
16億　292万円

その他(3.3%)
13億5,225万円

平成18年度平成18年度

歳入歳出決算歳入歳出決算

臨時財政対策債
(35.2%)
95億4,936万円

臨時財政対策債
(35.2%)
95億4,936万円

土木債(16.3%)
44億2,060万円

教育債(15.9%)
43億1,108万円
教育債(15.9%)
43億1,108万円

減税補てん債(10.1%)
27億4,102万円
減税補てん債(10.1%)
27億4,102万円

消防債(7.8%)
21億　396万円
消防債(7.8%)
21億　396万円

公営住宅債(4.4%)
11億8,871万円

農業債(3.3%)
9億　368万円 その他(7.0%)

18億9,768万円

土木債(16.3%)
44億2,060万円

依存財源

自主財源
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バ ラ ン ス シ ー ト （平成19年 3月 31日現在）

借　　　　方借　　　　方 貸　　　　方貸　　　　方
［資産の部］
１．有形固定資産
　⑴総務費 13,513,656
　⑵民生費 3,484,614
　⑶衛生費 3,737,802
　⑷労働費 465,053
　⑸農林水産業費 10,895,678
　⑹商工費 265,859
　⑺土木費 68,880,900
　⑻消防費 6,400,613
　⑼教育費 46,007,125
　⑽その他 1,024,943
　　　　計 154,676,243
　　 （うち土地 52,663,273）

　有形固定資産の合計 154,676,243

２．投資など
　⑴投資や出資金 291,662
　⑵貸付金 164,955
　⑶基金
　　①特定目的基金 3,389,395
　　②土地開発基金 1,487,000
　　③定額運用基金 0
　　　基金計 4,876,395
　　投資などの合計 5,333,012

３．流動資産
　⑴現金・預金
　　①財政調整基金 4,718,996
　　②減債基金 1,730,120
　　③歳計現金 5,352,362
　　　現金・預金計 11,801,478
　⑵未収金
　　①地方税 1,527,240
　　②その他 199,347
　　　未収金計 1,726,587
　　流動資産合計 13,528,065

資　産　合　計 173,537,320

［負債の部］
１．固定負債
　⑴地方債 25,108,729

　⑵債務負担行為
　　①物件の購入など 0
　　②債務保証または損失補償 0
　　　債務負担行為計 0

　⑶退職給与引当金 9,909,419

　　固定負債の合計 35,018,148

２．流動負債
　⑴翌年度償還予定額 3,057,180

　⑵翌年度繰上充用金 0

　　流動負債の合計 3,057,180

負　債　合　計 38,075,328

［正味資産の部］

１．国庫支出金 16,217,034

２．都道府県支出金 11,514,298

３．一般財源など 107,730,660

正味資産合計 135,461,992

負債・正味資産合計 173,537,320

※債務負担行為に係る補償など ①物件の購入などに係るもの 1,542,169 千円
②債務保証および損失補償に係るもの 1,585,559 千円
③利子補給などに関するもの 349,424 千円

（単位：千円）

平成18年度普通会計決算について、バランスシート（貸
借対照表）を作成しました。
バランスシートとは、ある時点で資金がどのように集め

られ、どのように使われているかを示す対照表で、民間企
業では一般的に作成されています。
今回のバランスシートは、昨年度に引き続き、総務省が

示した作成基準に基づき作成したもので、18年度末におい
て市が保有する資産や負債などの残高状況（ストック状況）
を総括的に示しています。
バランスシートの仕組み
バランスシートの左側部分（借方）は、資産の部として、

市がどのような資産を所有しているのか、言い換えればど
のような資産に資金を投入しているか、資産の運用状況を

示しています。右側部分（貸方）は、資金をどのように集
めたか、資金の調達状況を示しています。これには、地方
債などを負債とし、また、国や県からの補助金や一般財源
などを正味資産として表しています。バランスシートでは、
資産＝負債＋正味資産という関係にあります。　　
バランスシートから分かる深谷市の財政状況
バランスシートをもとに深谷市の財政分析比率を計算し

てみましょう。
正味資産比率　
企業会計の自己資本比率に相当し、高ければ高いほど

財政状態が健全です。深谷市の場合は、78.1％になり、健
全であると言えます。　※(算式)正味資産÷総資産×100
問い合わせ　企画財政課（☎574－6632）へ

主に、土地と建物が含まれます

保育園、学童保育室
など

学校、幼稚園、公民
館、文化会館など

道路、河川、街路、
公園など

深谷市施設管理公
社出えん金など

パティオ、
農道など

保健センター
など

福祉基金、環境基金、教育基
金、公共施設整備基金など

歳入から歳出を引いたもの

使用料、分担金などの未収金

住宅資金貸
付金など

翌年度に償還
する元金

平成 18年度末市債元金残高
（翌年度償還分を除く）

平成18年度末
で全職員が退職
すると想定した
場合の退職手当
総額

土地開発公社から取得予定
のある土地の額など
土地開発公社の借入金の償
還に対する保証額など

有形固定資産を取得す
るために使った国県支
出金、一般財源など

市の「バランスシート」をお知らせします市の「バランスシート」をお知らせします

企 業 会 計企 業 会 計
■水道事業　　　　　　　　　　　　　　（税込）

区　　分 予算現額
収入済額

支出済額

収益的
収　支

収入 27 億 7,681 万円 14 億 771 万円

支出 27 億 5,948 万円 7億 4,301 万円

資本的
収　支

収入 4 億 6,114 万円 1,525 万円

支出 15 億 5,446 万円 3億 9,657 万円

■下水道事業　　　　　　　　　　　　　（税込）

区　　分 予算現額
収入済額

支出済額

収益的
収　支

収入 16億4,893万円 10億5,495万円

支出 16億3,043万円 4億3,032万円

資本的
収　支

収入 10億5,790万円 6,756万円

支出 16億8,556万円 4億8,221万円

平成19年度

区　　分 予算現額 収入済額 支出済額

国民健康保険 136 億 1,778 万円 64 億 2,463 万円 62 億 5,378 万円

老 人 保 健 97 億 9,510 万円 41 億 7,983 万円 40 億 5,811 万円

農 業 集 落
排 水 処 理 事 業 14 億 7,510 万円 2 億   309 万円 4 億 4,752 万円

国 済 寺 土 地
区画整理事業 8 億 8,090 万円 2 億   874 万円 3 億   799 万円

岡 中 央 土 地
区画整理事業 2 億 8,576 万円 1 億 9,006 万円 5,073 万円

武川中央土地
区画整理事業 4,344 万円 2,958 万円 1,652 万円

小前田駅北西部
土地区画整理事業 4 億 6,981 万円 1 億 1,154 万円 3,304 万円

公共下水道事業 11 億 3,997 万円 4 億 5,878 万円 2 億 6,452 万円

　皆さんが納めた税金や国から交付される地方交付税、国庫支出金などが1年でどのくらい入り、また、
どんな事業にどのくらい使われたかという、いわば市の家計簿ともいうべき財政状況を、毎年2回に分け
てお知らせしています。今回は平成19年9月30日現在の財政状況をお知らせします。

■問い合わせ　企画財政課（☎ 574－6632）へ

特 別 会 計特 別 会 計

1億7,180万円
0円

34億7,582万円
12億9,427万円

31億5,030万円
0円

35億2,638万円
7億7,487万円
20億9,025万円
8億7,737万円

8億3,131万円
2億3,966万円

17億7,934万円
5億5,766万円

17億   86万円
4億1,154万円

4億6,937万円
2億7,826万円

13億1,192万円
7億7,151万円

7億9,631万円
4億5,307万円

歳入 歳出

繰 入 金

地方交付税

地方譲与税

国庫支出金

民 生 費

土 木 費

市 　 税

商 工 費

農　　林
水産業費

地方消費税
交 付 金

総 務 費

市 　 債

繰 越 金

県支出金

教 育 費

衛 生 費

公 債 費

消 防 費

そ の 他 そ の 他

歳入予算額
収 入 済 額

歳出予算額
支 出 済 額

歳入予算額:
451億8,687万円
　

収入済額:
220億3,058万円

歳出予算額:
451億8,687万円
　

支出済額:
170億8,790万円

億円 億円
130140150160170180 120 110 100 100 110 120 130 14090 9080 8070 7060 6050 5040 4030 3020 2010 100 0

190億3,411万円
  96億7,746万円

190200

50億9,111万円
53億2,385万円

40億8,341万円
14億4,883万円

52億7,001万円
32億3,994万円
45億4,204万円
  9億1,779万円

133億5,050万円
59億7,827万円
74億  628万円
25億6,983万円
73億7,024万円
26億4,673万円
49億2,238万円
16億5,757万円



笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市 67 Fukaya City Information,2007.12,Japan

其
そ

の七
しち

を
データで見る深谷市
11月号では「国と地方の長期債務残高」と「合併前の各市町の財政状況」について
ご紹介しました。
今月号では「財政構造の弾力性」、「将来負担の健全度」、「公債費負担の健全度」、「定
員管理の適正度」の4項目について、深谷市の状況を数値化し、県内の市町村平均と比
較してご紹介します。
なお、グラフ中の数字については埼玉県による「平成18年度埼玉県市町村普通会計
決算概要」に基づいています。

公債費負担の健全度
《実質公債費比率》

定員管理の適正度
《人口 1,000 人当たり職員数》

財政構造の弾力性
《経常収支比率》

【経常収支比率とは？】
人件費、扶助費、公債

費など経常的に支出する
経費に、市税や地方交付
税など一般財源がどの程
度充てられているかを見
るもので、財政構造の弾
力性を示す指標です。
数値が低いほど弾力性

があると言えます。

将来負担の健全度
《人口 1人当たりの将来にわたる財政負担額》

【深谷市の状況】
県平均を下回っているものの、他の市町村同様、

福祉や医療などにかかる経費（扶助費）が年々増加
しています。本市では引き続き行財政改革を進め、
経常経費を削減し財政構造の弾力性を確保します。

【人口 1人当たりの将来に
わたる財政負担額とは？】
　借入金残高に翌年度以
降の債務負担行為額を加
えた額から積立基金残高
を差し引いた額（将来に
わたる財政負担額）を年
度末住民基本台帳人口で
割ったものです。
　数値が低いほど将来に
わたる財政負担が少なく、
健全度が高いと言えます。

【深谷市の状況】
県平均の 2/3 程度であり、将来負担の健全度は高

いと言えます。本市では今後も、過度に借入金に頼
ることなく、将来負担の健全度を維持します。

【実質公債費比率とは？】
借入金の元利償還金

（公債費）が、その市町
村の財政規模に占める割
合で、借入金総額の妥当
性を判断するための指標
です。数値が低いほど公
債費負担が健全であると
言えます。

【深谷市の状況】
県平均を下回っているものの、今後は老朽化した

施設の建て替えなどが予定されており、借入金が増
加する見込みです。本市では借り入れの際に、利率
を入札することにより低く抑え、公債費負担の増加
を抑制します。

【人口 1,000 人当たりの
職員数とは？】
　住民基本台帳での人口
1,000 人当たりの職員数
です。なお、職員数は平
成 18年 4月 1日、人口は
平成 18 年 3 月 31 日現
在の数値です。
（消防職員を除く）

【深谷市の状況】
合併に伴い、職員数が増加したことにより、県内

平均を上回っています。
このため、本市では退職 1/2 採用方式を取り入れ

た「職員適正化計画」の実施により、適切な定員管
理に努めています。

合
併
１
年　

深
谷
市
の
取
り
組
み

  　　　　　　　　　　　　　深谷市の将来を見据えて
　新深谷市が誕生して、2年が経

た

とうとしております。私はこの 2年間「新
市建設計画」に基づき、「笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市」
を目指してまちづくりを進めてまいりました。
  新市建設計画は、新市におけるまちづくりのマスタープランとしての役割を
果たすものですが、その策定に当たっては、1市 3 町の総合振興計画を踏ま
えたものとなっており、基本的には、旧市町のまちづくりを踏襲・継続しながら、将来に向かっ
て飛躍するための基礎づくりとなるものです。
　この間

かん

、合併した効果を最大限に生かすべく職員数の削減や行財政改革を進めてまいりました。
その経費節減の結果生み出された予算で、耐力度調査や耐震診断の結果を踏まえた、校舎の改修
補強工事や小学校体育館の新築、そのほか生活に必要な道路網の整備などを行ってまいりました。
しかし、市民の皆様の中には「新たなまちづくりの展開」や「市民サービスの飛躍的な向上」な
どについてまだまだご不満をお持ちのかたもいらっしゃるかと存じます。それは新深谷市として
最初の 2年間は、「人の和」による「旧市町の融合」を政策の基本とし、大きな変革を生み出す助
走期間と位置付けたからです。この期間を人間に例えるなら、頭や背骨ができ、心臓が動き始め
た時期とお考えください。
　現在、新市の市政運営の根幹であり、総合的な指針となる総合振興計画の策定作業を進めてい
ます。私は今年刊行した市勢要覧のごあいさつの中で、「莞

か ん じ

爾たる微笑み」がまちづくりには必要
だと書きました。本市にあふれる「笑顔の源」をどのように生かしていくかを、総合振興計画に
織り込み、ただ今開会中であります 12 月議会に上程しております。
　平成 20 年度から、「市民の笑顔があふれるまち」・「深谷らしいまち」を目指した新たなまちづ
くりが始まります。本年 3月に策定した「行財政改革大綱」と「行財政改革推進計画」に基づき、
健全な行財政運営を維持しつつ、現在の深谷市の発展はもちろん、20 年先、30 年先の深谷市の将
来を見据え、次代における本市の発展も念頭に、新たなまちづくりを進めてまいります。
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〜
中
小
企
業
向
け
融
資
制
度
〜

深谷市の融資制度一覧

融資制度名 融資限度額 融資利率 融資期間 信用保証料

小口資金 1,250 万円 1.95％
運転資金　  6 年
設備資金　  8 年

0.45～1.59％

特別小口資金 1,250 万円 1.95％
運転資金  　6年
設備資金　  8 年

0.80％

中小企業
近代化経営資金

2,000 万円 1.80％
運転資金　10年
設備資金　12年

0.45～1.59％

中小企業
緊急運転資金

300万円 1.625％ 運転資金　  1 年 0.45～1.59％

※各制度とも埼玉県信用保証協会の保証を付すことが条件となります。

【
問
い
合
わ
せ
】
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人事行政の運営人事行政の運営などなどの状況を公表しますの状況を公表します

▼人件費の状況（平成18年度普通会計決算）
住民基本台帳人口
（H19.3.31）

歳出額
（A）

人件費
（B）

人件費比率
（B/A）

145,304 人 417 億 2,705 万円 104 億 5,893 万円 25.1%
※人件費には、普通建設事業費に係る人件費を含めています。

▼職員給与費の状況（平成19年度一般会計予算）

職員数
給　与　費

給　料 職員手当
（内期末・勤勉手当） 合　計

1,144 人 46 億 6,914 万円 31 億 8,120 万円
（20 億　655 万円） 78 億 5,034 万円

※職員手当には退職手当を含みません。

▼職員の平均給料月額および平均年齢の状況
（平成19年4月1日現在）

区　　分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 337,000 円 42.6 歳

▼職員の初任給の状況（平成19年4月1日現在）
区　　分 大学卒 短大卒 高校卒

一般行政職 176,800 円 156,800 円 142,800 円

▼職員の学歴別・経験年数別平均給料月額の状況
（平成19年4月1日現在）

区　　分 経験年数10～ 14年 経験年数20～ 24年
一般行政職 大学卒 288,500 円 381,200 円

短大卒 268,200 円 355,600 円
高校卒 253,700 円 332,000 円

▼一般行政職の級別職員数の状況（平成19年4月1日現在）
区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 合計
標準的な
職務内容

主事補・
技師補

主事・
技師 主任 係長・

主査
課長
補佐

課長・
主幹 次長 部長 -

職員数 12 人 112 人 124 人 207 人 83 人 84 人 21 人 20 人 663 人
構成比 1.8% 16.9% 18.7% 31.2% 12.5% 12.7% 3.2% 3.0% 100.0%
※深谷市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。標準的な
職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。一般行政職
663人は、平成19年 4月1日現在の給与実態調査に基づく職員数で、消
防職、企業職、税務職などの職員は除きます。

▼期末・勤勉手当の支給割合（平成19年4月1日現在）
区　　分 6月期 12月期 合計

期末手当 1.40 月分 1.60 月分 3.00 月分
勤勉手当 0.725 月分 0.725 月分 1.45 月分

▼退職手当の状況（平成19年4月1日現在）
勤続年数 20年 30年 35年 最高限度額
自己都合 23.50 月分 41.50 月分 47.50 月分 59.28 月分
勧奨・定年 30.55 月分 50.70 月分 59.28 月分 59.28 月分
※退職手当は、埼玉県市町村総合事務組合退職手当支給条例により支給されます。

▼条例で定められた特別職の報酬などの状況（平成19年5月1日現在）
区　　分 報酬など 期末手当

市議会議長 報酬　月額 492,000 円

  6 月期 2.125 月分
12 月期 2.325 月分
　合計 4.45  月分

市議会副議長  〃 　月額 428,000 円
市議会議員  〃 　月額 403,000 円
市長 給料　月額 910,000 円
副市長  〃 　月額 755,000 円
教育長  〃 　月額 683,000 円

職員の給与の状況
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境
環
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environment

年末年始のごみの特別収集について
　12月 29日㈯・30日㈰および平成 20年 1月 4日㈮に、「燃やせるごみ」のみを特別に収集します。
午前8時 30分までに、決められた収集所へ出してください。
　また、大掃除などに伴う大量のごみは収集所には出せませんので、「ごみの分け方・出し方」をご確認の上、
次の通り深谷清掃センターへ直接搬入してください。
※ 12月 29日・30日の 2日間は、深谷清掃センターへの直接搬入は混雑が予想されます。できる限り
12月 28日㈮までの搬入にご協力ください。

深谷清掃センターへの直接搬入
受付時間　午前8時 30分～午後4時 30分
搬入できるもの　燃やせるごみ・燃やせないごみ・粗大ごみ・資源物・有害ごみ

※正しく分別して搬入してください。
受入料金　家庭のごみ＝50㎏以下は無料、50㎏を超える部分については10㎏につき10円
　　　　　事業のごみ＝10㎏につき150円
問い合わせ　
　環境課業務係（☎ 571ー 0789）、岡部市民環境課（☎ 585－ 2213）、川本市民環境課（☎ 583
－ 2783）、花園市民環境課（☎584－ 1122）、大里広域深谷清掃センター（☎571－ 0799）へ

し尿のくみ取り
深谷・岡部区域　年内の申し込みは、12月 25日㈫までに、各区域の担当業者へお申し込みください。
くみ取りは、12月 30日㈰正午まで行います。新年のくみ取りは、1月 4日㈮からです。

川本・花園区域　くみ取りは、12月 28日㈮午後4時 30分まで行います。新年のくみ取りは、1月 4
日㈮からです。

問い合わせ　深谷・岡部区域･･･深谷市衛生センター（☎571ー 4920）へ
川本・花園区域･･･寄居町汚泥再生処理センター（☎582ー 0715）へ

※通常金曜日は、岡部・川本・花園区域では「燃やせないごみ」の収集日となっていますが、1月 4日㈮は「燃
やせるごみ」のみの特別収集となります。「燃やせないごみ」については収集しませんので、ご注意ください。

日 月 火 水 木 金 土
17

通常収集
18

通常収集
19

通常収集
20

通常収集
21

通常収集
22

収集なし

××
12/16
収集なし

××
23

収集なし

××
25

通常収集
28

通常収集
26

通常収集
27

通常収集
24

通常収集

直接搬入できます

31
収集なし

3
収集なし

4
特別収集

※燃やせるごみのみ

30
特別収集

（燃やせるごみのみ） ××
1/1

収集なし

××
2

収集なし

××
5

収集なし

××

29
特別収集

（燃やせるごみのみ）
直接搬入できます

直接搬入できます 直接搬入できます××

▼職員の採用および退職の状況　　　　　
一般職 技能労務職 消防職 合計

採用者数
（平成19年度） 20 人 0 人 9人 29 人
退職者数
（平成18年度） 48 人 8 人 9人 65 人

削減数 28 人 8 人 0人 36 人

▼部門別職員数の状況（平成19年4月1日現在）
区　　分 職員数

一般行政部門
　議会 8 人
　総務企画 200 人
　税務 87 人
　民生 209 人
　衛生 53 人
　労働 4 人
　農林水産 30 人
　商工 14 人
　土木 130 人
　（小計） 735 人
特別行政部門
　教育 170 人
　消防 222 人
　（小計） 392 人
（普通会計  計） 1,127 人
公営企業などの会計部門
　水道 35 人
　下水道 34 人
　その他 21 人
　（小計） 90 人
（合計） 1,217人
※職員数は、平成 19年 4月１日現在の定員管理調査に基づく人数です。

（教育長は除く）

　職員の任用、給与や勤務状況など、人事行政の運営
などの状況のあらましをお知らせします。さらに詳し
い内容は、市のホームページ、または本庁舎１階市政
情報コーナーでご覧ください。

■問い合わせ
　経営管理課（☎ 574 － 6636）へ

職員の任用および職員数に関する状況
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　一部コースを変更し、より走りやすいコースとなりました。アップダ
ウンが少なく、折り返しのない循環コースです。ふかやの豊かな自然を
肌で感じながら、完走目指してさわやかな汗を一緒に流しませんか！
■期日　平成 20 年 3月 2日㈰雨天決行
■会場　仙元山公園（仙元山陸上競技場および総合
体育館）

■主催　深谷市・深谷市教育委員会・深谷市体育協
会・埼玉陸上競技協会

■主管　ふかやシティハーフマラソン実行委員会
■参加資格　①健康なかたで、出場する部門の該当
距離を完走できる男女　② 3km種目 ( 中学生 ) お
よび 2.4km 種目 ( 小学校 4～ 6 年生 ) は、県内在
住者　③ 1.6km 種目 ( 親子 ) は、市内在住者　④
高校生以下の参加の場合は、保護者が認めたかた

■参加料　一般 3,000 円、高校生 1,500 円、中学生
1,000 円、小学生 500 円、親子 1,500 円

※いずれも傷害保険料などを含みます。
■申込期間　12月3日㈪～平成20年1月28日㈪（消
印有効）

■コース　総合体育館（深谷ビッグタートル）入り口
交差点をスタート、仙元山公園陸上競技場をフィ
ニッシュとする市内循環コース

※ハーフ・10 ㎞は日本陸上競技連盟公認コース

種目 部門 スタート時間

ハーフ

21.0975 ㎞

日本陸連登録者男子(高校生以上)
日本陸連登録者女子(高校生以上)
一般男子 (高校生以上39歳以下 )
一般女子 (高校生以上39歳以下 )
一般男子 (40 歳以上 59歳以下 )
一般女子 (40 歳以上 )
一般男子 (60 歳以上 )

午前 9 時 40分

10 ㎞ 午前 9 時 15分

5 ㎞

一般男子 (高校生以上39歳以下 )
一般女子 (高校生以上39歳以下 )
一般男子 (40 歳以上 59歳以下 )
一般女子 (40 歳以上 )
一般男子 (60 歳以上 )

午前 10時

3 ㎞
中学生男子
中学生女子

※県内在住者に限る
午前 9 時 10分

2.4 ㎞
小学校 4～ 6年生男子
小学校 4～ 6年生女子

※県内在住者に限る
午前 8 時 50分

1.6 ㎞
親子 (小学校 1～ 3年生）

※市内在住者に限る
午前 9 時

実行委員会では第２回大会への企業・団体協賛（大
会プログラムなどへの広告掲載など）を募集しま
す。詳しくは、事務局へお問い合わせください。※申し込み方法、コースの詳細は、大会パンフレット

または市ホームページをご覧ください。大会パンフ
レットは、市役所本庁舎・各総合支所・各公民館お
よび市内各関係機関・運動施設などで配布します。

■問い合わせ　ふかやシティハーフマラソン実行委員
会事務局（スポーツ振興課内・☎ 573 － 9280）へ

※応募用紙は市役所本庁舎 1階総合案内・環境課・
各公民館・各総合支所市民環境課にあるほか、
市ホームページからもダウンロードできます。

■意見の取り扱い
①住所・氏名の記載のない場合は、意見として取
り扱わない場合があります。

②意見に対する個別回答はしません。
③意見の概要および意見に対する市の考え方など
については、後日、市ホームページで公開す
る予定です。なお、類似意見はまとめて取り
扱います。

■問い合わせ
環境課（☎ 574 － 8572・ 574 － 8574・ kankyo
@city.fukaya.saitama.jp）へ

■深谷市環境基本計画（案）の閲覧場所
市役所本庁舎１階市政情報コーナー・環境課・各
公民館・各総合支所市民環境課でご覧ください。
また、市ホームページ（ http://www.city.fukaya.
saitama.jp/）からもご覧いただけます。

■募集（閲覧）期間
　12 月 20 日㈭～平成 20 年 1月 15 日㈫（必着）
■応募資格
　市内在住在勤在学者
■応募方法
　所定の用紙に、住所・氏名・連絡先（電話番号
など）を明記し、郵送・ファックス・電子メー
ルで環境課へ。または直接、環境課・各公民館・
各総合支所市民環境課へ提出してください。

「深谷市環境基本計画（案）について」「深谷市環境基本計画（案）について」意見を募集します！意見を募集します！

3月2日
㈰

開催 !!

～渋沢栄一のふるさとを走る～～渋沢栄一のふるさとを走る～
第 2回 ふかやシティハーフマラソン第2回 ふかやシティハーフマラソン

　市では、市民が健全で恵み豊かな環境を享
きょうじゅ

受するとともに、安全で健康かつ文
化的な生活を将来にわたって維持することができるような施策を総合的かつ計画
的に推進するため、環境施策の基本となる「深谷市環境基本計画」の策定作業を
進めています。この基本計画案について、市民の皆さんのご意見を募集します。

　急病や突然のけがなどに休日や夜間でも対応している “救急医療機関” ですが、医師や看護師の
不足に加え、最近軽症でも救急外来を安易に受診するかたが増えています。また、救急車の利用に
ついても、最近の出動要請の中には緊急性のないものもあり、本当に必要としている傷病者への対
応に支障が出ています。救急車は、緊急に病院に搬送しなければならない傷病者のためのものです。
緊急連絡をする前に、自家用車やタクシー、民間救急車が利用できないか、そして、日ごろから
健康管理に留意しかかりつけ医※をもつなど、もう一度考えてみてください。
　本来の救急医療を必要とするかたがスムーズに利用できるよう、医療機関・救急車の適正な利
用にご協力ください。
※かかりつけ医とは…自宅近くで、家庭の日常的な診療や健康管理をしてくれる身近な医師のことで、｢ホー
ムドクター」として、きめ細かな診療を行っています。
◆症状に合わせた適切な専門医を紹介してくれます。
◆家族の病状・病歴・健康状態を把握しているので、突然の異変や緊急事態でも適切な処置をしてくれます。ちょっ
とした体の症状が気になるとき、近所で気軽に相談できる「かかりつけ医」をもつことをお勧めします。

そのけがそのけが  は救急医療が必要ですか？は救急医療が必要ですか？　　深谷市の救急医療体制深谷市の救急医療体制その病気その病気

初期救急医療体制

入院を必要としない軽症の救急患者に対応します。

●総合健診センター・休日急患診療所
休日の比較的症状が軽い患者さんの内科・小児科・
外科の外来診療です。
診療日時　日曜・祝日・年末年始

午前 9時～正午・午後２時～５時
●こども夜間診療所
休日および土曜の夜間の比較的症状が軽いお子さ
んの小児科・内科の外来診療です。
診療日時　土曜・日曜・祝日・年末年始

午後 7時～ 10 時
●在宅当番医
　休日の眼科・耳鼻咽喉科の当番制による外来診療で
す（当番医は、広報ふかや「みんなの健康」に掲載）。
※総合健診センター・休日急患診療所、こども夜間診
療所、在宅当番医の問い合わせは、☎ 573 － 7723 へ
●救急告示医療機関
　医療機関は各家庭に配布してある「医科病医院一
覧表」でご確認ください。

第2次救急医療体制

入院や手術を必要とする重症救急患者に対応します。
原則として、初期救急医療施設からの転送患者の受
け入れです。

●病院群輪番制病院
　平日の夜間・土曜・日曜・祝日・年末年始の救急
患者の診療を行います。
●小児の2次救急輪番制病院
　金曜を除く月曜～土曜の夜間お
よび休日・祝日・年末年始の救急
患者の診療を行います。

症状に応じて対応しています　～救急医療体制～

医療機関を紹介します
　消防署では、緊急性のない軽い症状で、ご自分で
病院などへ行くことができるかたに医療機関を紹介
しています。

消防本部指令課
　☎571－ 0119
テレドーム（日曜日・祝日の場合）
　☎0180－ 99－ 4944
県救急医療情報センター
　☎048－ 824－ 4199

問い合わせ

小児救急電話相談
　休日や夜間など病院が受けられない時間帯に、子ど
もの病気などについて、電話で相談できます。県内全
域固定電話（プッシュホン回線）・携帯電話から「＃8000」
をかけると、看護師が対処法をアドバイスします。

相談窓口
　☎・ 　♯8000
相談時間
　月～土曜日　　　 午後７時～11時
　休日・年末年始　 午前９時～午後11時

電話相談

♯
80
00

役立つサービスをご利用ください

第3次救急医療体制

生命の危機が切迫している重
じゅうとく

篤な患者に対応します。

●深谷赤十字病院救命救急センター
24 時間体制で、脳卒中・心筋梗

こう

塞
そく

・頭部損傷な
どの重症患者の診察を行います。
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■ 　深谷市でV・プレミアリーグ開催！

　㈶自治総合センターで実施している、平

成 19 年度宝くじ助成を受けて、小前田下

自治会が屋台の修繕を行いました。

　市内武蔵野にお住まいの市川磯吉さんが 10月 27 日に 100 歳のお誕

生日を迎えられました。市から記念品や花束、色紙などを贈りました。

　市川さんは、江戸後期から地域で伝わり続け、お祝いの席などで歌われ

てきた「伊勢音頭」を新井市長に披露されました。

　どうぞ、いつまでもお元気で！

　10月 31日、市内の 5人のかたがたが、日赤深谷市地区長で

ある新井市長から「銀色有功章」を伝達されました。

　「銀色有功章」は、日本赤十字社に対し多額の社費を納め、赤

十字事業の進展に多大な貢献をされたかたを、日本赤十字社が

表彰するものです。

　今回、受章されたかたは、根
ね

岸
ぎし

守
もり

康
やす

氏、新
あら

井
い

惠
けい

明
めい

氏、横
よこ

川
かわ

孝
たかし

氏、

松
まつ

本
もと

博
ひろ

道
みち

氏、内
うち

田
だ

健
けん

司
じ

氏の 5人の皆さんです。

■  日本赤十字社「銀色有功章」伝達式

　市では 11 月 15 日、
深谷市表彰規則に基づ

き第 2回市政功労者表

彰式を挙行しました。

　深谷市の発展にご貢

献いただいた 107 名、

6団体の皆様が受賞さ

れました。

■  宝くじ助成事業

■  市
いち

川
かわ

磯
いそ

吉
きち

さん　祝100歳

　今月から始まるＶ・プレミアリーグに先駆けて、武富士バンブー

の選手との交流会が開かれました。

　深谷市では総合体育館（深谷ビッグタートル）を会場に、15日

㈯は「トヨタ車体 クインシーズ」、16日㈰は「パイオニア レッド

ウィングス」と試合を行います。皆さん、応援してください。

　なお、チケットについては総合体育館（☎ 572 － 3000）へ

お問い合わせください。

表彰状贈呈
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野
の

見
み

孝
たか

之
ゆき

 様
田
た

中
なか

　利
とし

子
こ

 様
田
た

中
なか

　富
とみ

子
こ

 様
原
はら

口
ぐち

　　博
ひろし

  様
中
なか

林
ばやし

　信
のぶ

博
ひろ

 様
青
あお

木
き

　美
よし

枝
え

 様
藤
ふじ

野
の

　義
よし

成
なり

 様
松
まつ

島
しま

　　進
すすむ

  様
阿
あ

部
べ

　四
し

郎
ろう

 様
小
こ

暮
ぐれ

　功
のり

子
こ

 様
白
しら

石
いし

　和
かず

子
こ

 様
ふじ

本
もと

　曻
しょう

司
じ

 様
湯
ゆ

本
もと

　哲
てつ

昭
あき

 様

社会体育の振興に
貢献されたかた
齋
さい

藤
とう

　一
いち

朗
ろう

 様
髙
たか

田
だ

　啓
けい

嗣
し

 様
卜
うら

部
べ

　一
かず

男
お

 様
澁
しぶ

澤
さわ

　朝
とも

雄
お

 様
神
じん

宮
ぐう

　公
こう

次
じ

 様

感謝状贈呈

横
よこ

川
かわ

　保
やす

次
じ

 様
赤
あか

城
ぎ

乳
にゅう

業
ぎょう

株式会社 様
株式会社　シェリエ 様
新
しん

神
こう

戸
べ

電
でん

機
き

株式会社埼玉営業所 様
青
せい

淵
えん

公
こう

園
えん

記
き

念
ねん

植
しょく

樹
じゅ

実行委員会 様
星
ほし

野
の

総
そう

合
ごう

商
しょう

事
じ

株式会社 様
株式会社　丸

まる

徳
とく

商
しょう

会
かい

 様
　　　　　　　　　　 ほか 1名様 

■ 　針ヶ谷八幡大神社で「浦安の舞」奉納
　10月 14日、針ヶ谷鎮守・八幡大神社秋祭りの前夜祭にお

いて、巫
み

女
こ

舞の奉納が行われました。この舞は「浦安の舞」

といい、国の平和を祈り神様に捧げる舞です。舞ったのは地

元の小学校 6年生の女子 4人で、夏休みから十数回の練習を

積み重ね、祭典に臨みました。夕暮れの神楽殿で行われた可
か

憐
れん

で典雅な舞に、大勢の参拝者は静かに見入っていました。

　10月 14日、「おかべコスモス祭 2007」が開催され、

各種団体によるイベントが盛大に開催されました。日

中は「関東YOSAKOI そうなん 2007」、夜には花火

が夜空を彩り、大勢の観客を魅了しました。

■  青空に響く                           のかけ声「そうなん！」



秋の叙勲・褒章受章者
茂も

木ぎ

幹み
き

央お 

氏
（
樫
合
・
71
歳
）

現
養
護
盲
老
人
ホ
ー
ム
ひ
と
み
園
施

設
長 三み

浦う
ら

守も
り

正ま
さ 

氏
（
上
野
台
・
75
歳
）

元
㈳
埼
玉
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協

会
会
長

旭
日
双
光
章

旭
日
双
光
章

〈
生
活
衛
生
功
労
〉

瑞
宝
瑞
宝
双
光
章

双
光
章

〈
社
会
福
祉
功
労
〉

　

こ
の
ほ
ど
内
閣
府
か
ら
、
秋
の
叙
勲
・
褒
章
お
よ
び
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
受
章
者
が
11
月
３
日
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
か
ら
は
、
多
年
に
わ
た
り
各
分
野
で
活
躍
、
貢
献
さ
れ
た
８
人
の
か
た
が
た
が
受
章
の
栄
誉
に
輝
か
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

田た

中な
か

日ひ

出で

𠮷き
ち 

氏（
後
榛
沢
・
74
歳
）

現
保
護
司

大お
お

塚つ
か

シ
ナ 
氏
（
針
ヶ
谷
・
84
歳
）

織
物
（
伊
勢
崎
絣
）
製
造
業
従
事
者

瑞
宝
瑞
宝
単
光
単
光
章章

〈
伝
統
工
芸
業
務
功
労
〉

藍
綬
褒
章

藍
綬
褒
章

〈
更
生
保
護
功
績
〉

叙
勲
・
褒
章
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

叙
勲
・
褒
章
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す危険業務従事者叙勲受章者

山や
ま

田だ

徹と
お
る 

氏
（
人
見
・
61
歳
）

元
一
等
空
尉

田た

邉な
べ

恒つ
ね

夫お 

氏
（
上
柴
町
西
・
75
歳
）

元
埼
玉
県
警
部

瑞
宝
瑞
宝
双
光
章

双
光
章

〈
警
察
功
労
〉

坂さ
か

田た

良り
ょ
う

造ぞ
う 

氏
（
江
原
・
61
歳
）

元
准
空
尉

阿あ

部べ

誠ま
こ
と 

氏
（
仲
町
・
61
歳
）

元
三
等
陸
尉

瑞
宝
瑞
宝
単
光
単
光
章章

〈
防
衛
功
労
〉

瑞
宝
瑞
宝
双
光
章

双
光
章

〈
防
衛
功
労
〉

瑞
宝
瑞
宝
単
光
単
光
章章

〈
防
衛
功
労
〉

桜ヶ丘・藤沢・豊里・おかべ子育て支援センター
○以下の事業は予約制です　　12月 18日㈫午前9時から電話でお申し込みください

受け付け 事業名 内　　　容 会　場　・　日　時 対　　象 募集人員 参加料

藤沢子育て支援センター

給食体験 給食を食べながら栄養士が食事
や栄養について相談に応じます

藤沢子育て支援センター
  1 月 17日㈭
 午前 11 時～正午

離乳食を終了して
いる未就学児と
保護者

先着 7組 親 300 円
子 250 円

スマイルベビー 小麦粉粘土を作って遊ぼう
藤沢子育て支援センター
  1 月22日㈫
 午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分

1歳半未満児 先着 25 組

無料

おかべ子育て支援センター ヨガ教室 ヨガで子育ての疲れをリフレッシュ
しませんか？

おかべ子育て支援センター
  1 月 19日㈯
 午前 10 時～ 11 時 30 分

幼稚園や保育園
に通っていない未
就学児と保護者

先着 20 人

○以下の事業は予約は必要ありません
受け付け 事業名 内　　　容 会　場　・　日　時 対　　象 募集人員 参加料

桜ヶ丘子育て支援センター パワフルらんど わくわく・おはなし教室がはたら
ふれあい館でも楽しめます

はたらふれあい館
  12 月 6 日㈭・20 日㈭
 午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分

幼稚園や保育園
に通っていない未
就学児と保護者

人数の制
限はありま
せん

無料

※子育て支援センターは、日・月曜日、祝日はお休みです。
※12月 7日㈮・28日㈮、1月 4日㈮のおはなし教室はお休みです。
※12月 26日㈬のわくわく教室はお休みです。
※その他の事業については、市ホームページ（ http://www.city.fukaya.saitama.jp/）・市モバイルサイト（
http://mobile.city.fukaya.saitama.jp/）をご覧になるか、各子育て支援センターへ電話でお問い合わせください。

子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センター
お日さまポカポカ・みんなの笑顔ニッコニッコ

桜ヶ丘子育て支援センター
藤沢子育て支援センター
豊里子育て支援センター
おかべ子育て支援センター
（みらい幼児園おかべ内）

☎574－ 8002
☎ 551－ 5055
☎ 587－ 1170
☎ 585－ 4101

 男女共同参画
だんだん徐々に

「Ｌ・フォルテ保育ボランティア」募集！

お問い合わせは、L・フォルテ（人権政策課男女共同参画係・☎ 573－4761・火曜日休館）へ

　Ｌ・フォルテでは、男女共同参画を推進するために、講座や催しなどさまざまな事業を開催して
います。
　より多くのかたに参加していただけるように、L・フォルテで事業を開催する時には、参加者の
お子さんをお預かりする保育サービスを行っております。
　そこで、参加者のお子さんを保育してくださる「保育ボランティア」のかたを募集します！

≪募集内容≫
○募集人員　　若干名
○応募条件　　子どもが好きなかた
　　　　　　　心身ともに健康なかた
　　　　　　　育児・保育の経験があるかた（資格・性別は問いません）
○保育内容　　年齢…2歳～就学前までのお子さん
　　　　　　　保育時間…事業の開催時間内（1回 2時間程度）
　　　　　　　依頼回数…年間 5・6回程度
※原則として、L・フォルテで開催する事業のみの保育ボランティアとします。
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休日急患診療所 こども夜間診療所
 12月 2 日・9日・16日・23日・24日・30日

31日 診療日

12月 1日・2日・8日・9日・15日・16日・22日
23日・24日・29日・30日・31日

 1月 1日・2日・ 3日・ 6日・13日・14日
20日・27日

1月 1日・2日・3日・5日・ 6日・12日・13日
14日・19日・20日・26日・27日

午前 9 時～正午・午後 2 時～ 5時 診療時間 午後 7時～10 時
内科・小児科・外科 診療科目 小児科・内科
診療場所は、総合健診センター・休日急患診療所（常盤町・☎573－7723）です
※携帯電話から検索できます　 http://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

1617
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事業名 実施日時など 対象者など

離乳食教室 12 月 11 日㈫
1 月 8 日㈫

（受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） おおむね 3 ～ 4 か月児　※ 1週間前までに要電話
予約（託児を希望されるかたは予約時にご相談ください）

4か月児健康診査

12 月 14 日㈮ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 19 年　7月 26 日～  8 月  3 日生まれ

12 月 21 日㈮ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 19 年　8月  4 日～  8 月 15 日生まれ

1 月 8 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 19 年　8月 16 日～  8 月 25 日生まれ

1歳 6か月児
健康診査

12 月 20 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 18 年   5 月 18 日～  5 月 31 日生まれ

1 月 17 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 18 年   6 月  1 日～  6 月 15 日生まれ

3歳児健康診査
12 月 13 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 16 年   5 月 16 日～  5 月 31 日生まれ

1 月 10 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 16 年   6 月  1 日～  6 月 16 日生まれ

乳幼児相談 12 月 17 日㈪ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

未就学児とその保護者
※午後は要電話予約

子育ての広場 12 月 17 日㈪ 午前 10 時～午後 4時 子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の
交流の場としてお部屋を開放

健康・不妊・
介護・禁煙相談

毎週月～金曜日
（祝日を除く） 午前 8時 30 分～午後 5時 15 分 ※要電話予約

こころの健康相談 12 月 18 日㈫ 午後 2時～ 3時 50 分
精神的不安や対人関係、お酒に関する悩み、心の
病気などや福祉制度などについて相談のあるかた
※要電話予約

成人健康相談 12 月 19 日㈬ 午後 1時 30 分～ 2時 30 分 市内にお住まいのかた

BCG接種
12 月 17 日㈪ （受け付け：午後 1時～ 2時）

深谷・岡部区域の平成 19 年 8 月 16 日～  9 月 15 日生まれ
 ■会場は総合健診センターです

●深谷市保健センターの保健事業　（☎575― 1101）

事業名 実施日時など 対象者など

4か月児健康診査
12 月 18 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時）

川本・花園区域の平成 19 年 7 月・ 8 月生まれ
 

■会場は花園保健センターです 

3歳児健康診査
12 月 11 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時）

川本・花園区域の平成 16 年 5 月・ 6 月生まれ
 

■会場は花園保健センターです 

乳幼児相談 12 月 12 日㈬ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

未就学児とその保護者
※午後は要電話予約

子育ての広場 12 月 12 日㈬ 午前 10 時～午後 4時 子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の
交流の場としてお部屋を開放

BCG接種

12 月 6 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分）
川本・花園区域の平成 19 年 8 月生まれ

 

■会場は川本保健センターです
1 月 9 日㈬ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分）

川本・花園区域の平成 19 年 9 月生まれ
 

■会場は花園保健センターです

●川本保健センターの保健事業　（☎583― 2532）　川本福祉健康課

眼科・耳鼻咽喉科休日診療医院

笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市

とき 休日診療医院名 問い合わせ

12月2日㈰
石川アイクリニック ☎ 572 － 6315
仲町診療所 ☎ 571 － 2622

●岡部保健センターの保健事業　（☎585― 2214）　岡部福祉健康課

事業名 実施日時など 対象者など

離乳食教室 12 月 18 日㈫ （受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） おおむね 3 ～ 4 か月児　※ 1週間前までに要電話
予約（託児を希望されるかたは予約時にご相談ください）

1歳 6か月児
健康診査 12 月 19 日㈬ （受け付け：午後 1時～ 2時） 岡部区域の平成 18 年 4 月・ 5 月生まれ

乳幼児相談
12 月 10 日㈪ 午前 10 時～ 11 時 30 分

午後  1 時～  4 時 未就学児とその保護者
※午後は要電話予約

 ■会場はおかべ子育て支援センター（みらい幼児園内）です

子育ての広場
12 月 10 日㈪ 午前 10 時～午後 4 時 子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の

交流の場としてお部屋を開放
 ■会場はおかべ子育て支援センター（みらい幼児園内）です

BCG接種
12 月 17 日㈪ （受け付け：午後 1時～ 2時）

岡部・深谷区域の平成 19 年 8 月 16 日～  9 月 15 日生まれ
 ■会場は総合健診センターです

事業名 実施日時など 対象者など

4か月児健康診査 12 月 18 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 花園・川本区域の平成 19 年 7 月・ 8 月生まれ

3歳児健康診査 12 月 11 日㈫　（受け付け：午後 1時～ 2時） 花園・川本区域の平成 16 年 5 月・ 6 月生まれ

乳幼児相談 12 月 3 日㈪
1月 8 日㈫

午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

未就学児とその保護者
※午後は要電話予約

子育ての広場 12 月 3 日㈪
1月 8 日㈫ 午前 10 時～午後 4時 子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の

交流の場としてお部屋を開放

老人健康相談
12 月 20 日㈭　午前 10 時～ 11 時 30 分

市内にお住まいのかた
 

■会場は花園荘です

マタニティ教室
12 月 7 日㈮

14 日㈮
22 日㈯

（受け付け：午前 9時 30 分～、
22 日㈯は午前 9時 20 分～）

おおむね妊娠中期（16 週～ 27 週）の妊婦と夫、
祖父母
※要電話予約

BCG接種

12 月 6 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分）
花園・川本区域の平成 19 年 8 月生まれ

 

■会場は川本保健センターです
1 月 9 日㈬ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分）

花園・川本区域の平成 19 年 9 月生まれ
 

■会場は花園保健センターです

　

●花園保健センターの保健事業　（☎584― 1123）　花園福祉健康課

休日急患の診療

とき 休日診療医院名 問い合わせ
12月9日㈰ 正田眼科 ☎ 571 － 1198
※変更になる場合があります



募　

集

募　

集

自
衛
官
募
集

　

防
衛
省
で
は
、
次
の
通
り
募
集
を

行
い
ま
す
。

募集要項 受付期間 応募資格 1次試験

予備自衛官補
（一般・平成 20年度採用）

平成 20 年 1 月
上旬～ 4月上旬

18 歳以上 34 歳未
満の男女

平成20年

4月中旬予備自衛官補
（技能・平成 20年度採用）

18 歳以上で保有する
技能に応じ 53歳～ 55
歳未満の男女

2等陸・海・空士
（3月入隊）

平成 20 年 2
月まで随時

平成 20 年 4 月 1 日㈫
現在、18歳以上 27歳
未満の男子

ー

自衛隊生徒
（4月入隊）

平 成 20 年 1
月 8日㈫まで

中卒以上（見込み含
む）17歳未満の男子

平成20年

1月 12日㈯

問
い
合
わ
せ
と
志
願
書
の
請
求　

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊

谷
地
域
事
務
所
（
〠
３
６
０
‐

０
０
３
７
・
熊
谷
市
筑
波
３
‐
90
‐

１　

国
際
ビ
ル
２
階
・
☎
５
２
２
‐

４
８
５
５
）
へ

「
ち
い
き
の
先
生
」
募
集

岡
部
・
川
本
・
花
園
地
区
も
実
施
し
ま
す

　

平
成
20
年
度
「
が
ん
ば
ル
〜
ム
」

（
土
曜
日
の
午
前
中
に
実
施
す
る
学
習

支
援
事
業
）
に
お
い
て
、
小
学
生
の

学
習
指
導
相
談
を
行
う
「
ち
い
き
の

先
生
」
を
募
集
し
ま
す
。
指
導
学
年
、

勤
務
日
な
ど
は
相
談
に
応
じ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

指
導
教
科　

国
語
・
算
数

勤
務
場
所　

市
内
19
小
学
校

勤
務
時
間　

土
曜
日
午
前
９
時
〜
正
午

定
員　

30
人

賃
金　

１
回
３
，
３
０
０
円

応
募
期
間　

12
月
28
日
㈮
ま
で
（
土
・

日
曜
日
、
祝
休
日
を
除
く
）
の
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

応
募
資
格　

親
切
丁
寧
に
学
習
指
導

相
談
に
応
じ
る
こ
と
の
で
き
る
高

校
卒
業
以
上
の
か
た
（
未
成
年
者

は
、
保
護
者
の
承
諾
が
必
要
で
す
）

審
査
登
録　

申
請
書
・
履
歴
書
お
よ

び
面
接
に
よ
り
審
査
を
行
い
、
教

育
委
員
会
が
適
当
と
認
め
る
と
き

は
「
ち
い
き
の
先
生
」
と
し
て
登

録
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
の

上
、
生
涯
学
習
課
（
☎
５
７
２
‐

９
５
８
１
）
へ

※
申
請
書
は
教
育
庁
舎
１
階
生
涯
学

習
課
に
あ
り
ま
す
。

講　

座

講　

座

パ
ソ
コ
ン
教
室

と
こ
ろ　

深
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・

深
谷
公
民
館
Ｉ
Ｔ
ル
ー
ム

対
象　

市
内
在
住
在
勤
者
で
、
日
本

語
入
力
が
で
き
る
か
た

定
員　

各
講
座
先
着
18
人

参
加
料　

５
０
０
円
（
資
料
代
）

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

12
月
21

日
㈮
午
前
８
時
30
分
か
ら
、
参
加

料
を
添
え
て
深
谷
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
・
深
谷
公
民
館
（
☎
５
７
１

‐
０
５
０
６
）
へ

講座名 内　　容 と　き（1月）

パソコン入門
コンピューターの起動、日本語
の入力

9日㈬
10日㈭

午前 9時
～正午

メール入門
メールの送受信、アドレス帳利
用、ファイル添付など

15日㈫
16日㈬

ラベル作成 オリジナルカード、シールの作成 19日㈯

わくわく入力
簡単な作品を作りながら、日本
語入力をマスターする

23日㈬
24日㈭

新Excel 入門
表の作成、計算式と関数の入力
など

28日㈪
29日㈫

催　

し

催　

し

「
笑
い
と
健
康
」
講
演
会

　

第
５
回
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
の
ゲ
ス
ト
は
コ
メ
デ
ィ
ー
・
マ

ジ
ッ
ク
コ
ン
ビ
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
ズ
で

す
。
総
合
司
会
の
澤さ

わ

田だ

隆た
か

治は
る

教
授
、

医
師
で
落
語
家
の
立た

て

川か
わ

ら
く
朝

ち
ょ
う

氏
の

健
康
落
語
、
医
師
の
講
演
会
で
は
、

帝
京
平
成
大
学
准
教
授
、
柔
道
整
復

師
・
鍼し

ん

灸き
ゅ
う

師
の
樽た

る

本も
と

修な
が

和よ
し

先
生
に
よ

る
「
ス
ポ
ー
ツ
障
害
・
加
齢
と
痛
み
」

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

と
き　

平
成
20
年
１
月
26
日
㈯
午
後

１
時
開
場
、
午
後
1
時
30
分
開
演

と
こ
ろ　

深
谷
市
民
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

申
し
込
み　

12
月
25
日
㈫
（
当
日
消

印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

（
は
が
き
の
書
き
方
参
照
）
で
深
谷

市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
〠
３
６
６
‐

０
８
２
３
・
深
谷
市
本
住
町
17
‐
１
・

☎
５
７
５
‐
１
１
０
１
）
へ

※
１
通
の
は
が
き
で
２
人
ま
で
応
募
可

入
場
整
理
券
当
選
・
交
付
方
法　

当

選
者
に
は
返
信
用
は
が
き
に
入
場

整
理
券
を
印
刷
し
、
平
成
20
年
１

月
10
日
㈭
ご
ろ
発
送
し
ま
す
。

・ 

２
人
希
望
さ
れ
た
か
た
に
は
、
２
人

用
の
入
場
整
理
券
を
印
刷
し
ま
す
。

整
理
券
が
な
い
と
入
場
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
（
再
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
）。

笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市 1819

情
報
ひ
ろ
ば

IN
FO
R
M
A
T
IO
N

※
文
化
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
市
民
団
体
な
ど
の
情
報
に
つ
い
て
は
、

別
冊
の
「
お
し
ら
せ
版
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す

Fukaya City Information,2007.12,Japan

・ 

抽
選
に
外
れ
た
応
募
者
に
は
、
返

信
用
は
が
き
で
そ
の
旨
を
通
知
し

ま
す
。

・ 

申
し
込
み
は
１
人
１
枚
と
し
、
複

数
申
し
込
み
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

・ 

郵
便
往
復
は
が
き
以
外
で
の
申
し

込
み
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

・ 

予
約
の
際
に
提
供
し
て
い
た
だ
い

た
個
人
情
報
は
、
当
該
の
目
的
の

み
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

深
谷
市
保
健
セ
ン

タ
ー
（
☎
５
７
５
‐
１
１
０
１
）
へ

５
８
３
‐
６
２
５
０
）
へ

花
園
図
書
館
（
ア
ク
ロ
ス
）

■
子
ど
も
お
は
な
し
・
映
画
会

と
き　

12
月
９
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜

内
容　

お
は
な
し
と
映
画
「
ご
ん
ぎ

つ
ね
」、「
サ
ン
タ
の
お
く
り
も
の
」

■
お
は
な
し
玉
手
箱
（
お
は
な
し
会
）

と
き　

12
月
９
日
㈰
午
後
３
時
〜

■
わ
く
わ
く
ク
リ
ス
マ
ス
会

と
き　

12
月
23
日
㈷
午
後
２
時
〜

と
こ
ろ　

花
園
公
民
館
２
階
ホ
ー
ル

内
容　

お
は
な
し
会
と
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト

問
い
合
わ
せ　

花
園
図
書
館
（
☎

５
７
９
‐
１
３
３
３
）
へ

※
各
図
書
館
の
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な

し
会
で
は
、
か
わ
い
い
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
図
書
館
休
館
日
（
４
館
共
通
）

〔
12
月
〕
＝
３
日
㈪
・
10
日
㈪
・
17
日

㈪
・
25
日
㈫
・
29
日
㈯
・
30
日
㈰
・

31
日
㈪

〔
１
月
〕
＝
１
日
㈷
・
２
日
㈬
・
３
日

㈭
・
４
日
㈮
・
７
日
㈪
・
15
日
㈫
・

21
日
㈪
・
28
日
㈪
・
31
日
㈭

■
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.lib
.c
ity.fu

k
a
ya
.

sa
ita
m
a
.jp
/

（
仮
称
）明
戸
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・

明
戸
公
民
館
を
一
般
公
開
し
ま
す

　
（
仮
称
）
明
戸
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・

明
戸
公
民
館
が
完
成
し
ま
し
た
の

で
、
一
般
公
開
し
ま
す
。

と
き　

平
成
20
年
１
月
６
日
㈰
午
前

９
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

蓮
沼
２
５
６
（
明
戸
保
育

園
北
側
）

一
層
高
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
啓
発
週
間
に
当
た
り
、
写

真
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

12
月
３
日
㈪
〜
13
日
㈭
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
（
６
日
㈭
は
午
後

7
時
15
分
ま
で
）

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民

ホ
ー
ル

内
容　

拉
致
問
題
の
概
要
や
拉
致
被

害
者
と
家
族
な
ど
の
写
真
パ
ネ
ル

の
展
示

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

政
策
推
進
課
（
☎

５
７
４
‐
８
０
９
６
）
へ

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

深
谷
市
立
図
書
館

■
ち
い
さ
い
子
の
た
め
の
お
は
な
し
会

と
き　

12
月
12
日
㈬
午
前
11
時
〜

■
ク
リ
ス
マ
ス
お
楽
し
み
お
は
な
し
会

お
は
な
し
と
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

と
き　

12
月
22
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館
（
☎

５
７
１
‐
８
２
１
０
）
へ

岡
部
図
書
館

■
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

お
は
な
し
と
人
形
劇
で
す
。

と
き　

12
月
15
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

岡
部
公
民
館
１
階
会
議
室

問
い
合
わ
せ　

岡
部
図
書
館
（
☎

５
８
５
‐
５
９
６
８
）
へ

川
本
図
書
館

■
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

と
き　

12
月
８
日
㈯
午
後
２
時
〜
３
時

対
象　

５
歳
く
ら
い
〜
小
学
校
低
学
年

問
い
合
わ
せ　

川
本
図
書
館
（
☎

山
の
家
か
ら
の
お
知
ら
せ

南
魚
沼
の
冬
の
最
大
イ
ベ
ン
ト

『
南
魚
沼
市
雪
ま
つ
り
』
開
催

　

雪
の
ま
ち
を
彩
る
、
フ
ァ
ン
タ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し

で
す
（
雪
上
よ
さ
こ
い
、
雪
の
広
場
、

ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
店
な
ど
）。
雪
ま

つ
り
期
間
中
の
ご
宿
泊
は
山
の
家
を

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
き　

平
成
20
年
２
月
９
日
㈯
・
10

日
㈰

宿
泊
料　

１
泊
２
食
付
き
で
大
人
＝

５
，
０
０
０
円
、
小
学
生
＝
４
，

０
０
０
円
、
未
就
学
児
は
無
料
・

食
事
無
し
（
別
料
金
で
お
子
様
メ

ニ
ュ
ー
有
り
）

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

12
月

10
日
㈪
〜
14
日
㈮
ま
で
に
く
ら

し
い
き
い
き
課
（
☎
５
７
４
‐

６
６
３
３
）
へ

※
申
込
人
数
は
２
人
以
上
６
人
以
内

の
グ
ル
ー
プ
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
会
を

行
い
ま
す
（
連
泊
希
望
の
か
た
を

優
先
し
ま
す
）。

公
開
抽
選
会　

12
月
21
日
㈮
午
前

10
時
・
市
役
所
本
庁
舎
西
別
館

２
０
２
会
議
室
（
職
員
に
よ
る
く

じ
引
き
で
決
定
し
ま
す
）

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

と
写
真
パ
ネ
ル
展

　　

12
月
10
日
㈪
〜
16
日
㈰
ま
で
は
「
北

朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間｣

で

す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
啓
発
週
間

を
機
に
拉
致
問
題
に
対
す
る
関
心
を

■ 

広
報
ふ
か
や
は
、
点
字
版
と
テ
ー
プ
・
Ｃ
Ｄ
版
も
発
行
し
て
い
ま
す
。
送
付
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
市
社
会
福
祉
協
議
会(

☎
５
７
３
ー
６
５
６
３)

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■臨時の保育士・学童保育室指導員を募集しています。

問い合わせ　児童課保育係（☎ 574－ 6646）へ

往信（表） 往信 (裏 )

　
　

深
谷
市
本
住
町
17
番
１
号

　
　

深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー
行

第
５
回
「
笑
い
と
健
康
」
講
演

会
聴
講
希
望

①
郵
便
番
号

②
住
所
・
氏
名

③
希
望
人
数(

１
人
か
２
人
）

④
電
話
番
号

返信（表） 返信（裏）

　
　

あ
な
た
の
ご
住
所

　
　

あ
な
た
の
お
名
前　

様

空
欄

〒 366-0823

地
域
社
会
の
情
報
化
の
推
進

（
仮
称
）
深
谷
市
地
域
情
報
化
計
画
の

策
定
に
着
手

　

市
で
は
地
域
社
会
の
情
報
化
の
推
進

を
図
る
た
め
、（
仮
称
）
深
谷
市
地
域
情

報
化
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

高
度
化
に
よ
る
市
民
の
利
便
性
の
向

上
」
や
「
行
政
の
簡
素
化
・
効
率
化
」

お
よ
び
「
地
域
の
課
題
解
決
」
に
向

け
た
情
報
化
施
策
に
つ
い
て
具
体
的

な
内
容
や
目
標
年
次
を
定
め
、
計
画

的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
の
基
礎
と

す
る
も
の
で
、
お
お
む
ね
来
年
３
月

末
ま
で
の
策
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

第
１
回
（
仮
称
）
深
谷
市
地
域
情
報

化
計
画
策
定
委
員
会
を
開
催

　

10
月
29
日
に
第
１
回
（
仮
称
）
深

谷
市
地
域
情
報
化
計
画
策
定
委
員
会

を
開
催
し
、
会
議
に
先
立
ち
、
新
井

市
長
か
ら
各
委
員
に
委
嘱
書
の
交
付

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
長
に
髙こ

う

野の

一か
ず

吉よ
し

氏
（
深

谷
商
工
会
議
所
副
会
頭
）、
副
委
員
長

に
関せ

き

口ぐ
ち

久く

美み

子こ

氏
（
埼
玉
工
業
大
学

基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
講
師
）
が
選
出

さ
れ
、
本
計
画
の
骨
子
な
ど
に
つ
い

て
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
千
人
の
市
民
意
識
調
査
を
実
施

　

計
画
策
定
の
資
料
を
得
る
た
め
、

本
年
２
月
に
市
民
意
識
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

無
作
為
に
抽
出
し
た
市
民
２
，

０
０
０
人
に
対
し
郵
送
で
実
施

し
、
１
，
１
０
０
人
（
回
収
率
55
％
）

の
ご
回
答
を
得
ま
し
た
。

半
数
近
く
の
市
民
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用

　

主
な
調
査
結
果
と
し
て
は
、
ご
回

答
頂
い
た
か
た
の
半
数
近
く
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
お
り
、
そ

の
８
割
以
上
の
か
た
が
少
な
く
と
も

週
数
回
の
頻
度
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
利
用
目
的
の
中
心
は
電
子
メ
ー

ル
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
で
し
た

が
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
、
各
種
予
約
や
申
し
込
み
に
つ
い

て
も
約
４
割
の
か
た
が
利
用
し
て
お

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
単
な
る
情

報
の
収
集
か
ら
生
活
場
面
で
の
活
用

へ
と
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
こ
と
も

分
か
り
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
は
計
画
策
定
時
の
貴
重

な
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

計
画
策
定
経
過
お
よ
び
調
査
結
果
を

現
在
公
開
中

　

計
画
の
策
定
経
過
や
市
民
意
識
調

査
結
果
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
意
識
調
査
結
果
に
つ

き
ま
し
て
は
、
市
役
所
本
庁
舎
１
階

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
お
よ
び
各
総
合

支
所
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

情
報
シ
ス
テ
ム
課
（
☎

５
７
４
‐
８
５
６
３
）
へ



０
５
７
０
‐
00
‐
９
９
１
１
・
平

成
20
年
３
月
14
日
㈮
ま
で
の
平
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
へ

国
民
年
金
保
険
料
は
追
納
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
・
猶

予
・
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ

た
期
間
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が

で
き
ま
す
。
追
納
さ
れ
た
期
間
は
、

保
険
料
を
全
額
納
付
さ
れ
た
場
合

と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
追
納
対
象
期
間
の
翌
年
度
か

ら
起
算
し
て
、
３
年
度
目
以
降
に

追
納
す
る
場
合
に
は
、
承
認
さ
れ
て

い
た
期
間
の
当
時
の
保
険
料
に
加

算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。（
例
：

承
認
さ
れ
た
期
間
が
平
成
19
年
度

の
場
合
は
平
成
22
年
度
以
降
）

問
い
合
わ
せ　

熊
谷
社
会
保
険
事

務
所
（
☎
５
２
２
‐
５
２
１
１
）、

保
険
年
金
課
（
☎
５
７
４
‐

６
６
４
１
）、
岡
部
市
民
環
境
課

（
☎
５
８
５
‐
２
２
１
３
）、
川

本
市
民
環
境
課
（
☎
５
８
３
‐

２
７
８
３
）、花
園
市
民
環
境
課
（
☎

５
８
４
‐
１
１
２
２
）
へ

国
民
年
金
基
金

　

国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金
に

プ
ラ
ス
す
る
公
的
な
年
金
で
す
。

　

自
営
業
な
ど
の
か
た
が
加
入
で
き

る
年
金
制
度
で
、
掛
金
は
定
額
、
年

金
額
も
保
証
、
税
金
が
優
遇
な
ど
有

利
で
安
心
な
年
金
で
す
。

加
入
で
き
る
か
た　

国
民
年
金
第
１

号
被
保
険
者
で
60
歳
未
満
の
か
た

笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市21 20

（
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
必
要
）

５
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①
掛
金
（
月
額
６
万
８
千
円
以
内
）

年
額
と
も
自
由
に
選
べ
ま
す
。

②
掛
金
は
全
額
（
年
額
81
万
６
千
円

ま
で
）
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
、
受
け
取
る
年
金
額
も
公

的
年
金
等
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

③
掛
金
は
60
歳
ま
で
定
額
、
年
金
額

も
生
涯
に
わ
た
り
保
障
さ
れ
ま
す

（
確
定
型
年
金
を
除
く
）。

④
納
め
た
期
間
に
見
合
っ
た
年
金
額
が

受
け
取
れ
ま
す
（
掛
け
捨
て
な
し
）。

⑤
収
入
に
応
じ
て
掛
金
（
年
金
額
）

を
増
減
で
き
ま
す
。

★
基
金
掛
金
と
合
わ
せ
て
、
国
民
年

金
保
険
料
も
便
利
な
口
座
振
替
で
★

　

国
民
年
金
基
金
の
掛
金
は
、
口
座

振
替
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
本
体
で
あ
る
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
委
託
を
、
国
民

年
金
基
金
へ
申
し
込
む
こ
と
で
基
金

の
掛
金
と
合
わ
せ
て
口
座
振
替
が
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
加
入
申
し
込
み　

県

国
民
年
金
基
金
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
☎
０
１
２
０
‐
６
５
４
１
９
２
・

h
ttp
://w

w
w
.ko
ku
n
e
n
kikin

.o
r.jp

）
へ

家
屋
を
取
り
壊
さ
れ
た
か
た
へ

　

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
家
屋

は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
建
っ
て
い

る
も
の
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

家
屋
の
取
り
壊
し
を
行
っ
た
場
合

は
、
適
正
な
課
税
を
行
う
た
め
に
も
、

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。
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10
月
の
善
意

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
10
月

の
寄
付
金
は
、
12
件
で
５
５
５
，

７
８
１
円
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

市
社
会
福
祉
協
議

会(

☎
５
７
３
ー
６
５
６
３)

へ

防
災
行
政
無
線
放
送
内
容
の
ご
案
内

※
通
話
料
の
み
で
、
情
報
料
は
か
か
り
ま

せ
ん

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
番
号

０
１
８
０ 

ー 

９き
ゅ
う
き
ゅ
う
よ
ぼ
う
さ
い

９
４
４
３
１

彩
夏
到
来
08
埼
玉
総
体　

深
谷
市
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
男
子
）
競
技
の
会
場
地
で
す
。
開
催
期
間　

平
成
20
年
７
月
28
日
㈪
〜
８
月
３
日
㈰　

問
い
合
わ
せ　

深
谷
市
実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎
５
５
１
ー
４
８
０
２
）
へ

　

ま
た
、
住
宅
を
取
り
壊
す
と
住
宅

用
地
の
特
例
が
適
用
さ
れ
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

資
産
税
課
（
☎

５
７
４
‐
６
６
３
８
）、
岡
部
税
務

課
（
☎
５
８
５
‐
２
２
１
５
）、

川
本
税
務
課
（
☎
５
８
３
‐

２
７
８
２
）、
花
園
税
務
課
（
☎

５
８
４
‐
１
１
２
４
）
へ

そ
の
他

そ
の
他

水
道
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

次
の
工
事
店
を
新
た
に
深
谷
市
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
に
指
定
し
ま
し
た
。

・ 

㈲
橋
本
設
備
工
事
（
群
馬
県
邑
楽

郡
邑
楽
町
・
☎
０
２
７
６
‐
88
‐

４
０
６
０
）

問
い
合
わ
せ　

水
道
工
務
課
（
☎　

５
７
４
‐
６
６
６
１
）
へ

相談名 内容 とき ところ 問い合わせ

教育
子どもの非行や不登校、
いじめなど、学校生活上
の悩み

電話相談・来所相談ともに毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前 9時～正午・午後 1時～ 4時 30 分
ファックス・Ｅメールは 24 時間受け付け 教育庁舎内教育研究所

学校教育課
（教育研究所）
☎ 572 － 9456

フリーダイヤル・ 0120－4－78374　 e-net@city.fukaya.saitama.jp
家庭・児童・
母子

家庭、育児、不登校などの
相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前 9時～午後 4時 市役所家庭児童相談室 児童課

☎ 574 － 6646

行政相談 行政に関する苦情など

12 月 5日㈬・19 日㈬ 、1 月 16 日㈬ 
午前 9時～正午 市役所北別館市民相談室 くらしいきいき課

☎ 574 － 6633
12 月 20 日㈭、1月 17 日㈭
午後 1時 30 分～ 4時 岡部総合支所会議室 岡部市民環境課

☎ 585 － 2213
12 月 12 日㈬、1月 9日㈬
午前 9時～正午 川本総合支所会議室 川本市民環境課

☎ 583 － 2783
12 月 4 日㈫、2月 5日㈫
午後 1時 30 分～ 4時 花園総合支所会議室 花園市民環境課

☎ 584 － 1122

法律相談
相続、離婚、金銭貸借、
商取引などの法律に関す
ること

毎週火曜日（祝日を除く）午後 1時 30 分～ 4時
予約制（電話で受け付け）※定員各日 10 人　担当＝弁護士

相談を希望される場合は、
担当課へご連絡ください

くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

12 月 6 日㈭、 2月 7日㈭
午後 1時 30 分～ 4時 岡部総合支所会議室 岡部市民環境課

☎ 585 － 2213
 1 月 18 日㈮、 3月 21 日㈮
午後 1時 30 分～ 4時 川本総合支所会議室 川本市民環境課

☎ 583 － 2783
12 月 21 日㈮、 2月 15 日㈮
午後 1時 30 分～ 4時 花園総合支所会議室 花園市民環境課

☎ 584 － 1122

市民相談 市民生活全般 毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前 9時 30 分～正午・午後 1時～ 4時 30 分　担当＝市民相談員 市役所北別館市民相談室 くらしいきいき課

☎ 574 － 6633

消費生活 商品契約に関する苦情など 毎週水・金曜日（祝日を除く）
午前 10 時～正午・午後 1時～ 4時　担当＝消費生活相談員

相談を希望される場合は、
担当課へご連絡ください

くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

悪質商法
110番

悪質商法に関する相談および
クーリングオフの仕方など

毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前 9時～正午・午後 1時～ 4時 30 分　担当＝くらしいきいき課職員 電話で随時受け付け くらしいきいき課

☎ 574 － 8527

税務 税理士による税一般に関す
る相談

12 月 20 日㈭
午前 10 時～午後 4時　担当＝税理士会会員 市役所西別館 201 会議室 市民税課

☎ 574 － 6637

人権
人権擁護委員による、生活
全般で感じた人権上の困り
ごとや悩みの相談

12 月 10 日㈪
午前 10 時～午後 3時 市役所西別館 201 会議室 人権政策課

☎ 574 － 6643
12 月 20 日㈭
午前 10 時～午後 3時 Ｌ・フォルテ２階相談室 Ｌ・フォルテ

☎ 573 － 4761
L・フォルテ

相談室 心や体、ＤＶの悩みなど 12 月 15 日㈯
午前 11 時～午後 3時　予約制 Ｌ・フォルテ 2階研修室Ｂ Ｌ・フォルテ

☎ 573 － 4761

内職・就職・
求人

・内職に関する仕事の紹介
・就職に関する相談
・求人情報の提供

毎週月・木曜日＝午前 10 時～正午・午後 1時～ 3時
（いずれも祝日を除く）　内職・就職は予約制

産業会館３階商工振興課隣の
会議室

商工振興課
☎ 574 － 6650

結婚 結婚に関する相談、紹介
など

12 月 6日㈭・16 日㈰、1月 20 日㈰
午後 1時～ 3時 深谷コミュニティセンター 社会福祉協議会

☎ 573 － 6563

各　種　無　料　相　談各　種　無　料　相　談

相談名 内容 検査 とき ところ 問い合わせ

エイズ相談・
　　　エイズ検査

エイズなどに関する相談と血液
検査　予約制
※原則無料・匿名可
※即日検査は採血後60分で結果が
分かります

※通常検査ではＢ・Ｃ型肝炎、梅毒
検査（無料）、クラミジア検査（有料）
も受検できます

エイズ即日検査 12 月 6日㈭、1月 10 日㈭
午後 1時～ 3時

熊谷保健所 熊谷保健所
☎ 523 － 2811

エイズ検査（夜間） 12 月 6 日㈭、1月 10 日㈭
午後 5時 30 分～ 6時 30 分

通常検査
1月 22 日㈫、2月 26 日㈫
午前 10 時～ 11 時
午後 5時 30 分～ 6時 30 分

精神保健福祉相談 精神科医師による精神保健福祉
に関する相談　予約制

1 月 8 日㈫、3月 11 日㈫
午後 1時～ 2時 熊谷保健所 熊谷保健所

☎ 523 － 2811

県民法律相談 弁護士による法律相談　予約制 毎月第 1・第 3水曜日
午後 1時～ 4時

県北部地域創造センター
（県地方庁舎 1階）

県北部地域創造センター
☎ 522 － 6506

県民相談・
　　交通事故相談 家庭の困りごとや交通事故相談 毎週月～金曜日

午前 9時～午後 4時
県北部地域創造センター
（県地方庁舎 1階）

県北部地域創造センター
☎ 522 － 6506（県民相談）
☎ 521 － 7300（交通事故相談）

暮らしの
アドバイス
相談

■ 深谷市子どもの虐待防止ホットライン（市役所家庭児童相談室内）■ 深谷市子どもの虐待防止ホットライン（市役所家庭児童相談室内）　　
 　虐待が疑われる子どもを見つけた場合は、 ホットライン（☎574－ 3000）へご連絡ください。
■ L・フォルテ子育て支援軽運動室開放■ L・フォルテ子育て支援軽運動室開放
 　子育て中のかた、お子さんを一緒に遊ばせたり、情報交換をしたりしませんか？
とき　毎週水曜日午後１時～４時　ところ　Ｌ・フォルテ軽運動室　対象　未就学児とその保護者
問い合わせ　Ｌ・フォルテ（☎ 573 － 4761・火曜日休館）へ

な
り
ま
せ
ん
）

受
付
期
間　

１
月
４
日
㈮
〜
31
日
㈭

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

提
出
書
類　

償
却
資
産
申
告
書
と
種

類
別
明
細
書 

提
出
先
と
問
い
合
わ
せ　

直
接
ま
た

は
郵
送
で
資
産
税
課
（
☎
５
７
４
‐

６
６
３
８
）
へ

※
償
却
資
産
申
告
書
お
よ
び
種
類
別

明
細
書
が
必
要
な
か
た
は
、
資
産

税
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
は
国

民
年
金
保
険
料
を
忘
れ
ず
に
！

　

平
成
19
年
１
月
〜
12
月
ま
で
の
間

に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の

際
は
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
19
年
４
月
か
ら
国
民
年
金
の

定
額
保
険
料
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま

す
。
前
納
・
口
座
振
替
な
ど
、
申
告

に
当
た
っ
て
は
金
額
を
よ
く
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。

　

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
た
分
、
家
族

の
た
め
に
納
め
た
分
、
免
除
や
学
生

納
付
特
例
期
間
を
追
納
し
た
分
も
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

申
告
の
際
に
は
、
国
民
年
金
保
険

料
の
支
払
い
を
証
明
す
る
書
類
が
必

要
で
す
。
保
険
料
を
納
め
た
と
き
に

交
付
さ
れ
る
領
収
書
や
、
社
会
保
険

庁
（
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
）
か

ら
送
付
さ
れ
る
「
国
民
年
金
保
険
料

納
付
額
証
明
書
」
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル　
（
☎

問
い
合
わ
せ　

明
戸
公
民
館
（
☎

５
７
１
‐
０
８
７
２
）
へ

Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
子
育
て
支
援

ク
リ
ス
マ
ス
会

　

み
ん
な
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。
親
子
で
飾
り
を
手
作
り
し
ま
す
。

と
き　

12
月
19
日
㈬
午
後
１
時
30
分

〜
３
時

と
こ
ろ　

L
・
フ
ォ
ル
テ
軽
運
動
室

対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

必
要
な
物　

は
さ
み
、
の
り

参
加
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

L
・
フ
ォ

ル
テ
（
☎
５
７
３
‐
４
７
６
１
・

火
曜
日
休
館
）
へ

生　

活

生　

活

平
成
20
年
度
償
却
資
産
の
申
告
に

つ
い
て

　

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
償
却

資
産
を
所
有
す
る
か
た
は
、
毎
年
１

月
１
日
現
在
に
お
け
る
償
却
資
産
の

状
況
に
つ
い
て
「
償
却
資
産
申
告
書
」

を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象　

平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
、

市
内
に
事
業
用
の
償
却
資
産
を
所

有
し
て
い
る
か
た
（
償
却
資
産
を

他
人
に
貸
与
し
て
い
る
か
た
も
含

ま
れ
ま
す
） 

申
告
対
象
資
産　

土
地
お
よ
び
家
屋

以
外
の
事
業
の
用
に
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
有
形
の
固
定
資
産
（
自

動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
が
課

税
さ
れ
る
も
の
や
、
少
額
の
減
価

償
却
資
産
な
ど
は
申
告
の
対
象
と
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文ぶ
ん
じ治
元
年
（
１
１
８
５
）
三
月
、

範
頼
・
義
経
率
い
る
鎌
倉
軍
は
壇

ノ
浦
の
海
戦
で
平
家
を
滅
ぼ
し
、
頼

朝
の
勢
力
は
全
国
に
及
ぶ
よ
う
に
な

る
。
こ
の
頃
、
勢
い
づ
く
義
経
に
対

し
、
逆さ

か
ろ櫓

の
一
件
で
恨
み
を
持
っ
て

い
た
梶
原
景
時
は
、
義
経
に
つ
い
て

の
讒ざ
ん
げ
ん言

を
頼
朝
に
行
う
。
そ
れ
を
知

ら
ぬ
頼
朝
は
、
後
白
河
法
皇
を
動
か

し
義
経
追
討
の
院い
ん
ぜ
ん宣

を
引
き
出
し
て

し
ま
う
。
翌
文
治
二
年
、
頼
朝
は
義

経
を
追
い
つ
つ
、
捕
ら
え
て
い
た
静

御
前
に
、
鶴
岡
八
幡
宮
で
の
舞
を
命

じ
た
。
そ
の
際
、
銅ど
う
び
ょ
う
し

拍
子
を
つ
と
め

た
の
が
重
忠
だ
っ
た
。
重
忠
は
智
仁

勇
を
備
え
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、

風
雅
の
心
に
も
通
じ
て
い
た
。

　

義
経
亡
き
後
、
梶
原
景
時
の
策
略

は
重
忠
に
向
か
っ
た
。
本
拠
の
武
蔵

国
菅す
が
や
や
か
た

谷
館
に
下
向
し
て
い
た
重
忠
が

謀む
ほ
ん反

の
準
備
を
し
て
い
る
と
、
頼
朝

に
申
し
立
て
た
の
だ
っ
た
。
重
忠
は

そ
れ
を
聞
い
て
「
こ
の
よ
う
な
恥
辱

⑥
頼
朝
の
最
期

は
耐
え
ら
れ
ん
」
と
徐
お
も
む
ろに
刃
を
抜
く

や
自
害
を
図
っ
た
が
、
幸
い
周
り
に

押
さ
え
ら
れ
命
は
取
り
留
め
た
。
そ

の
後
、
景
時
は
重
忠
に
、
全
く
謀

反
心
が
な
い
な
ら
起
請
文
を
書
け
と

命
じ
る
も
、「
源
家
を
主
と
仰
ぐ
身

で
二
心
な
ど
あ
る
は
ず
な
い
」
と
重

忠
は
き
っ
ぱ
り
断
っ
た
。
そ
れ
を
聞

い
た
頼
朝
は
特
に
重
忠
を
咎
め
る

こ
と
を
せ
ず
、
か
え
っ
て
重
忠
へ
の

信
頼
を
厚
く
し
た
。
頼
朝
は
文
治
五

年
三
月
の
奥
州
討
伐
や
建
け
ん
き
ゅ
う久

元
年

（
１
１
９
０
）
の
上
洛
に
際
し
先
陣

を
重
忠
に
命
じ
た
の
だ
っ
た
。

　

建
久
三
年
、
頼
朝
は
征
夷
大
将

軍
に
任
じ
ら
れ
、
日
本
の
歴
史
は
大

き
く
転
換
す
る
。
し
か
し
、
正し
ょ
う
じ治

元

年
（
１
１
９
９
）
正
月
、
頼
朝
は
落

馬
が
も
と
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
。

頼
朝
は
今い
ま
わ際

の
際き

わ

に
重
忠
を
呼
び
寄

せ
、
幕
府
の
後
事
を
託
し
た
。
重
忠

は
こ
の
言
葉
を
堅
守
し
よ
う
と
心
に

誓
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
重
忠
の
忠

誠
心
が
重
忠
自
身
の
最
期
を
早
め
よ

う
と
は
、
知
る
由
も
な
か
っ
た
。

心の広場
自
分
は
自
分

大
寄
小
学
校
６
年

森も
り
た田 

拓た
く
や也

　

ぼ
く
は
、
口
の
周
り
に
ほ
く
ろ
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
ほ
く
ろ
は
小
さ
い
こ
ろ
は
二
つ
、

今
は
三
つ
あ
り
ま
す
。
ど
う
し
て
こ
ん
な

所
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
時
も
あ

り
ま
す
。
だ
っ
て
友
達
は
な
い
の
に
。
な

ん
で
ぼ
く
だ
け
あ
る
の
だ
ろ
う
と
、
少
し

悲
し
く
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
体
に
も

ほ
く
ろ
が
あ
る
の
で
と
て
も
い
や
で
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
ほ
く
ろ
を
数
え
る
と
ふ
え
る

と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、

友
達
か
ら
数
え
ら
れ
る
の
が
、
と
て
も
気

に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
Ａ
さ
ん
に
、

「
ご
も
く
な
ら
べ
。」

な
ど
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
言
葉
が
ぼ
く
の
心
に
、
と
て
も
つ
き

さ
さ
り
ま
し
た
。
あ
る
日
、
ま
た
、
ほ
く

ろ
の
事
が
気
に
な
っ
た
時
、
お
母
さ
ん
が
、

「
口
の
ま
わ
り
の
ほ
く
ろ
は
、
一
生
食
べ
物

に
不
自
由
し
な
い
よ
。
幸
せ
な
事
だ
ね
。」

と
話
す
の
を
聞
い
て
、
ぼ
く
は
、
は
っ
と

し
ま
し
た
。

「
そ
う
だ
。
ほ
く
ろ
は
、
幸
せ
の
し
る
し
な

ん
だ
。
気
に
す
る
事
は
な
い
。」

と
思
い
ま
し
た
。

　

だ
か
ら
、
前
は
気
に
し
て
い
た
ほ
く
ろ

が
、
今
は
ま
っ
た
く
気
に
な
ら
な
く
な
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
を
気
に
し
て
い

た
ら
、
つ
ま
ら
な
い
事
だ
と
思
い
ま
し

た
。
ぼ
く
は
少
し
前
向
き
に
考
え
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
心
の
中
で

さ
け
び
ま
し
た
。

「
自
分
は
自
分
」
だ
と
。

　

む
し
ろ
こ
の
ほ
く
ろ
が
な
け
れ
ば
、

ぼ
く
が
ぼ
く
で
な
い
の
だ
と
思
い
ま
し

た
。
だ
か
ら
、
こ
の
ほ
く
ろ
は
、
ぼ
く

の
大
き
な
味
方
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
さ
な
ほ
く
ろ
に
、
何
十
倍

も
何
百
倍
も
ぼ
く
自
身
を
大
き
く
さ
れ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
ぼ
く
は
何
か
言
う
と
き

も
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て
、
そ
れ
を

言
っ
た
ら
相
手
が
ど
ん
な
気
持
ち
に
な

る
か
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
み
ん
な
も
、
相
手
の
立
場
に

た
っ
て
く
れ
れ
ば
よ
い
な
と
思
い
ま
し

た
。
そ
う
す
れ
ば
だ
れ
一
人
き
ず
つ
く

人
は
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い

ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
で
、
指
が
不
自
由
な
の
に
、

ピ
ア
ノ
を
ひ
い
て
い
る
人
を
見
ま
し
た
。

し
ょ
う
害
を
の
り
こ
え
て
、
す
ご
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

世
の
中
に
は
、
ぼ
く
よ
り
も
も
っ
と

つ
ら
い
事
に
立
ち
む
か
っ
て
が
ん
ば
っ

て
い
る
人
達
が
、
た
く
さ
ん
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

そ
の
人
達
と
同
じ
よ
う
に
、
つ
ら
い

事
に
立
ち
む
か
っ
て
い
け
る
人
間
に
な

り
た
い
で
す
。

　

ぼ
く
は
こ
ん
な
こ
と
で
は
、
く
じ
け

ま
せ
ん
。

　

だ
っ
て
、
自
分
は
自
分
だ
か
ら
。

イ
ド
カ
ー
レ
ー
ス
と
の
出
会
い
は

35
歳
、
知
人
の
誘
い
か
ら
だ
っ
た
。

　

頭
か
ら
コ
ー
ナ
ー
に
飛
び
込
む
よ
う
な

ス
リ
ル
。
初
め
て
バ
イ
ク
に
跨ま
た
が

っ
た
常
盤

小
学
校
４
年
の
と
き
受
け
た
衝
撃
を
、
再

び
思
い
起
こ
さ
せ
た
。

　

デ
ビ
ュ
ー
戦
は
最
下
位
だ
っ
た
。
し
か

し
、
測
量
士
で
あ
る
渡
辺
の
目
は
、
正
確

に
カ
ー
ブ
を
捉と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

1
年
後
に
は
上
位
に
名
を
連
ね
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。

　

70
分
に
も
及
ぶ
激
闘
、
ゴ
ー
ル
と
と

も
に
達
成
感
と
安あ
ん
ど堵

感
か
ら
大
き
く
息

が
溢こ

ぼ
れ
た
。

　

サ
イ
ド
カ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
渡
辺
正
人
。

　

会
場
は
「
マ
ン
島
Ｔテ

ィ
ー
テ
ィ
ー

Ｔ
・
２
戦
連
続

完
走
」
と
い
う
快
挙
を
達
成
し
た
彼
ら

へ
の
賞
賛
の
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

Km
／
ｈ
を
超
え
る
ス
ピ
ー
ド
と
不

規
則
な
路
面
に
揺
れ
る
視
界
。

　

横
に
乗
る
パ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
の
動
き

を
敏
感
に
感
じ
取
り
、
巧
み
な
ハ
ン
ド

ル
さ
ば
き
で
コ
ー
ナ
ー
を
ク
リ
ア
す
る
。

　

命
を
か
け
た
レ
ー
ス
、
心
配
す
る
妻
を

よ
そ
に
、
恐
怖
は
む
し
ろ
快
感
に
変
わ
っ

て
い
た
。
そ
ん
な
と
き
だ
っ
た
。
練
習
中

に
猛
ス
ピ
ン
、
全
身
打
撲
を
負
っ
た
。
１

か
月
も
の
間
、
ベ
ッ
ド
で
天
井
を
眺
め
る

だ
け
の
日
々
が
続
い
た
。

　

苦
し
い
リ
ハ
ビ
リ
生
活
の
中
で
、
家
族

が
支
え
に
な
っ
た
。

冷
静
と
情
熱
の
レ
ー
サ
ー　渡

わ た な べ

辺　正
ま さ ひ と

人

　

左
右
非
対
称
と
い
う
特
殊
な
マ
シ
ン
を

ゴ
ー
ル
へ
導
く
に
は
、
恐
怖
に
打
ち
勝
つ

強
さ
と
と
も
に
、ス
リ
ル
に
身
を
任
せ
ず
、

自
分
を
抑
え
ら
れ
る
自
制
心
が
必
要
だ
。

　

家
族
へ
の
思
い
が
、
新
た
な
力
と

な
っ
た
。

新
た
な
『
力
ち
か
ら

』

200200

さ
ん

快
挙

い
つ
か
、
日
本
で

0505夢
七
訓

　

夢
な
き
者
は
理
想
な
し

　

理
想
な
き
者
は
信
念
な
し

　

信
念
な
き
者
は
計
画
な
し

　

計
画
な
き
者
は
実
行
な
し

　

実
行
な
き
者
は
成
果
な
し　
　

　

成
果
な
き
者
は
幸
福
な
し

ゆ
え
に　

幸
福
を
求
め
る
者
は

　
　
　
　
　

夢
な
か
る
べ
か
ら
ず
※

（
本
文
中
の
敬
称
は
本
人
の
承
諾
を
得
て
省
略
し
て
い
ま
す
）

年
、
全
日
本
サ
イ
ド
カ
ー
選
手
権

の
年
間
王
者
に
輝
く
と
、
07
年
５

月
、
つ
い
に
サ
イ
ド
カ
ー
レ
ー
サ
ー
の
夢

「
マ
ン
島
Ｔ
Ｔ
」へ
の
出
場
を
実
現
さ
せ
た
。

『
い
つ
か
、
日
本
版
マ
ン
島
Ｔ
Ｔ
を
…
』

　

新
た
な
夢
を
胸
に
帰
国
し
た
夫
を

「
来
年
も
ま
た
出
た
い
な
ん
て
言
う
ん

じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
ね
！
」

妻
の
イ
タ
イ
一
言
が
出
迎
え
た
。

　

笑
っ
て
ご
ま
か
し
た
が
、「
心
を
見
透

か
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
」
と
渡
辺
は

恥
ず
か
し
そ
う
に
笑
っ
た
。

息の合ったコーナリング
パッセンジャーが体を傾けて重心を移動する

ササ
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「
広
報
ふ
か
や
」
は
再
生
紙
・
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す ■  発行／深谷市役所（秘書室　埼玉県深谷市仲町11番1号　☎571-1211・ 574-8531）

■  http://www.city.fukaya.saitama.jp/　 http://mobile.city.fukaya.saitama.jp/
深谷市
モバイルサイト

ガーデンシティふかや推進室　☎ 551 － 5551

ガーデンシティニュース

GARDENCITYNEWSGARDENCITYNEWS

http://www.city.fukaya.saitama.jp/fukayahanaweb/index.htm

自慢のできる美しいまち「ふかや」の実現へ！

「ガーデンシティふかや」のホームページもご覧ください。

講師　武
たけ
内
うち
 比
ひ
登
と
美
み
 先生

　2008年第 1弾のガーデニング教室は、テーブルの上にも
置ける「多肉植物リースづくり」です。初めてのかたでも楽し
く作品が作れます。お気軽にお申し込みください。

●と　き　平成 20 年 1月 16 日㈬午前 9時 30 分～ 11 時 30 分
●ところ　深谷コミュニティセンター (美術工芸室）
●定　員　20 人（応募多数の場合は、抽選の上全員に結果を通知します）
●受講料　2,500 円
●申し込み　12 月 21 日㈮までに、電話でガーデンシティふかや推進室へ

　多肉植物を使ったリースづくり
　　・・・多肉リースとアロマの香りに包まれて・・・
　リース型の器にハイドロボールで多肉植物を植え込み、中心にアロマ
キャンドルを添えます。アロマの香りでちょっとぜいたくなひとときを！

　美化委員の 5・6年生でデザ
インした花壇を、ボランティ
アのかたがたと一緒に作り上
げました。パンジーなどで虹
を表現した
花壇がとて
もすてきで
す。ガーデ
ンオブジェ
には、瓦でかたどった校章を
配置してあります。

　春に向けての花壇の模様替えの季節です。寒
い時期から春まで、みんなの目を楽しませてくれる花たちを、
市内各所のガーデンに植え込みました。

　子どもたちのオリジナルデ
ザインの花壇が、各学校で輝
いています。

　深谷小学校 4年生児童も加
わった国道 17 号沿いのプラ
ンターの除草作業では、子ど
もたちのパワーにボランティ
アさんも圧
倒されてい
ました。プ
ランターの
花も、喜ん
でいるよう
でした。

　寒さが増すこの時期でも、
通勤・通学のかたがたが楽し
めるよう、パンジー・ビオラ

など、寒さ
に強い花に
模様替えを
しました。
　寒い冬で
もきれいに咲く花を見て、心
を温めてください。

　地元の各種団体のかたが
たと市民ガーデニングボラン
ティアの手で、春まで楽しめ
る花を植え込みました。
　寒い冬で
も元気に咲
くビオラな
ど、色とり
どりの花を
植え込みま
したので、
ぜひご覧く
ださい。

　駅通り工場団地線脇の市民
の手作りによる公園がほぼ完
成し「もみの木ガーデン」と

命名。
　 完 成 を
祝 し た 煮
ぼうとう会
には、近所
のかたも参
加し、盛大

　3回コースで実施した庭づ
くり教室では、市役所本庁舎

前庭を使った
実技講習が行
われました。
　花の選び
方から、色彩

やバランスなど実技を通して
学びました。この花壇は、今
後も季節
の花々が
楽しめる
ガーデン
として、
ボ ラ ン
ティアの
手で管理
していく予定です。ご来庁の
際にはぜひご覧ください。

に行われまし
た。地域の新
たなコミュニ
ティーの場と
なりそうです。

　開校 100 周年を迎えた深谷
第一高校では、花のある学校
を目指し、生徒や PTAが協力
して花の
植え込み
を行って
います。
　ガーデ
ニング教
室を受講
後、校内花壇や国道沿い花壇
に植え込みました。

　南地区を花でいっぱいにし
ようと、ガーデニング倶楽部
のメンバーに地域の人々、児
童・生徒も加わり、1 万 5 千
球のユリの球根を植えました。　木の枝を使ったガーデンオ

ブジェの木工教室を開催しま
した。昆虫
や動物など
楽しい作品
が仕上がり
ました。

 ■もみの木ガーデン倶楽部

 ■道の駅はなぞの周辺  ■深谷第一高校

 ■庭づくり教室

 ■国道17号プランター

 ■深谷駅ステイションガーデン

 ■岡部西小学校

 ■川本南小学校
みなみ
ガーデニング倶楽部

南公民館
ふかや学校
花はなプラン

12月


